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 厚生労働省は２９日、２０２１年の日本人の平均寿命を発表した。男性が前年より０・

０９歳短い８１・４７歳、女性が０・１４歳短い８７・５７歳で、ともに１０年ぶりに前

年を下回った。新型コロナウイルス感染による死亡者の増加が影響したという。 

コロナ自宅療養者が初の１００万人超、１週間前の２倍近く…国内感染者２２万１４４３

人 

 ２０年まで男性

は９年連続、女性は

８年連続で過去最

高を更新しており、

前年を下回るのは、

東日本大震災によ

る死者の増加が影

響した１１年以来。 

 平均寿命は、１年

間の死亡状況が今

後も続くと仮定し、

その年に生まれた

０歳児が平均で何

歳まで生きるかを

予測した数値。２１

年はコロナで前年

の約５倍の約１万

６７００人が死亡

し、コロナ死だけで

男性は０・１歳分、

女性は０・０７歳分、

平均寿命を短くす

る影響があった。 

 一方、２０年にコ

ロナ死者の急増で平均寿命が大幅に下がっていたスペインやフランス、イタリアなど欧州

諸国は、２１年は上昇に転じた。ただ、コロナ禍前の水準には戻っていない。 

 海外の最新統計をもとにした国別の比較では、女性は前年に続いて世界１位、男性はス

イス、ノルウェーに次いで３位で、前年の２位から順位を一つ落とした。 

 平均寿命にくわしい鈴木貞夫・名古屋市立大教授（公衆衛生学）は「日本では２０年は

感染対策の徹底で肺炎やインフルエンザでの死者が減ったことで、過去最高の平均寿命と

なった。今回の縮まりはその揺り戻しとも言える。医療の進歩や健康意識の高まりで長期

的には寿命は延びていくだろう」と指摘する。 

 


